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介護実習指導における帰校日の教育的効果と意義に関する一考察
A Study on the education effect and significance of University once a week during 
the Internship in education in care work practice teaching 
二瓶　さやか *
Sayaka NIHEI
＜キーワード＞
介護実習，帰校日，教育的効果・意義
＜要　　　約＞
　本研究は，介護福祉士養成教育の実習指導における「帰校日」指導のあり方と意義を考察
するとともに，教育効果を高めるための示唆を得ることを研究の目的として，A 大学の介護
実習Ⅲにおいて帰校日指導を受講した学生を対象として，帰校日の教育的効果と意義に関す
る事項について自記式質問紙調査を実施した。
　結果，帰校日の意義として，実習の配属先が異なる学生が帰校日に会し実習先の状況や実
習内容等について情報交換を行い，他の学生の様子を知り教員も含めた他者から実習に関す
る意見・助言を得ることで，実習に対する不安軽減が図られるとともに，実習の意欲やモチベー
ションなどの内的動機付けを高めることができることなどが示唆された。さらに，帰校日は
学生が自己の課題を認識する機会ともなり得ることから，教員が学生の反応を感じ取り適宜
適切なアプローチを行うことで，帰校日後の実習効果を更に高めることが期待されることも
示唆された。
　また，学生の視点にたち，帰校日指導に関する内容や教育方法を検討する際には，既に先
行研究がみられる社会福祉士系の帰校日指導の研究結果も知見の一つとして参考になること
が明らかとなった。
* 大妻女子大学　人間関係学部　人間福祉学科　介護福祉学専攻
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１．研究の背景と目的
（１）はじめに
　介護福祉士の養成教育は，1987 年（昭和 62 年）
の「社会福祉士及び介護福祉士法」の成立によ
り，国家資格として「介護福祉士」が誕生したこ
とを契機に開始され，まもなく 30 年を迎えよう
としている。介護を取り巻く状況は，社会の変遷
とともに変化を続け，介護福祉士の養成カリキュ
ラムもその時代に合わせて改正が行われてきた。
2008 年（平成 20 年）には，「社会福祉士及び介護
福祉士法の一部を改正する法律」が可決，介護福
祉士養成課程における教育内容の抜本的な見直し
が行われ，介護保険制度の導入や障害者自立支援
法の制定，認知症高齢者の増加などを背景に，従
来の身体介護にとどまらない新たなサービスへの
対応が明示されることとなり，定義・義務規定・
資格取得方法等が変更され，新カリキュラムとし
て「人間と社会（240h）」「介護（1260h）」「ここ
ろとからだのしくみ（300h）」の 3 領域が示され
た。2011 年（平成 23 年）には，「介護サービスの
基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する
法律」の施行に伴い，「医療的ケア」の 1 領域が
追加され，4 領域にて養成教育が実施されている。
　介護福祉士養成課程において，「介護実習」は，
4 領域の「介護（1260h）」に位置づけられ，450
時間の実習時間のもと理論と実践の統合，介護観
の育成等が目的とされている。
　このように，介護実習は，課程における教育時
間数に占める割合が大きく，介護福祉士養成教育
の中心的な科目に位置づけられている。介護実習
については，古川（2008）が，「学生が介護に関
する知識・技術を習得するために不可欠であり，
多くの研究者がその重要性を報告している」と述
べている。その一方で，柊崎ら（2003）は，「実
習は，決められた一定期間，未知の環境に自己を
適応させながら実習目標・記録に取り組むため，
学生にとって強いストレスとなり，それが不安を
感じさせる要因にもなっている」と述べており，
複雑で多様な要件を含んでいる実習環境の中，い
かにして実習に係る実習指導者と学生，養成校教
員の関係性を形成していくかが非常に重要となる
といえる。
　介護福祉士養成教育の「介護実習」における指
導体制については，文部科学省と厚生労働省より
指針が示されており，実習期間中週に１度は実習
生が実習指導教員より対面指導を受けることとさ
れている。そして，実習中の実習指導をさらに強
化する教育システムとして，「社会福祉士養成施
設及び介護福祉士養成施設の設置及び運営に係る
指針」において，「…（略）実習期間中に学生が
介護福祉士学校において学習する日を設け，指導
を行うこととしても差し支えないこと」と規定さ
れており，多くの養成校でこれを「帰校日指導」
として設けている。介護実習での学習を効果的に
するためには，教員や実習指導者が実習生の状況
を総合的に捉え，どのような指導を必要としてい
るのかを判断しながら，意図的に関わることが必
要であり，介護福祉士養成教育における帰校日を
活用した実習指導のあり方と意義について考察す
ることで，養成教育の質を高めることが出来ると
考えられる。
（２）実習における「帰校日」に関する先行研究
　介護福祉士の養成教育における介護実習の帰校
日指導と同様に，社会福祉士の養成教育において
も帰校日指導が示されている。介護福祉士・社会
福祉士の養成教育に関する介護実習に関する著書
や論文は，1987 年の「社会福祉士及び介護福祉
士法」制定以降多くなっているものの，「帰校日」
に着目した先行研究は非常に少ないのが現状であ
る。国立情報学研究所　学術情報ナビゲーター
Cinii で＜帰校日＞を検索すると，先行研究はわず
か 6 本であり（2015.11.13 現在），相談援助実習に
関する研究が 5 本，精神保健福祉援助実習に関す
る研究が 1 本で，介護福祉士実習における先行研
究は未だ報告がないことが明らかとなった。
　帰校日に関する先行研究については，高橋
（2011）（2013）が相談援助実習での帰校日指導の
効果について報告している。具体的には，実習内
容等の軌道修正や記録・実習ノートに対する指導
が大きな効果を示し，実習先の異なる実習生が帰
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校日に会することで他の実習生を客観的にみる機
会となり，心身ともに安らぐと共に実習生自身の
自己覚知につながる機会でもあること等を述べて
いる。さらに，実習中の帰校日指導によって，自
身の知識・経験不足を反省する機会ともなると
いった一面もあり，前述の効果よりも負担と感じ
る学生もいることから，実習中の時間的，体力的，
経済的，人間関係等に至る諸問題の軽減への指導
への必要性も言及している。また，井上（2014）
は，精神保健福祉援助実習における帰校日を活用
したスーパービジョンの試み，といった視点から，
実習指導を学生がどのように捉えているかについ
て，学生の授業評価をフォーカスグループインタ
ビューの手法を活用して分析を行い，帰校日指導
の意義を報告している。
　本研究では，先行研究で報告されている社会福
祉士や精神保健福祉士の実習指導も介護福祉士の
実習指導と同様の指導体制がとられていることか
ら，帰校日指導の教育的効果や意義について報告
している高橋（2013），井上（2014）の先行研究を
参考として，介護実習における「帰校日」指導を
受けた学生を対象として，帰校日に関する意識調
査を実施する。そして，調査結果から，介護福祉
士養成教育の実習指導における「帰校日」指導の
あり方と意義を考察するとともに，教育効果を高
めるための示唆を得ることを本研究の目的とする。
２．研究方法
（１）対象者
　A 大学において，2015 年度に介護実習Ⅲ（老人
福祉施設実習）を履修し，帰校日指導を受講した
学生 24 名
（２）調査方法
１）調査内容
　調査内容は，大きく 2 点とした。1 点目に，介
護実習に関する事項を質問項目として設定し，2
点目に，帰校日に関する内容を設定した。
　帰校日に関する調査項目は，「相談援助実習」・
「精神保健福祉援助実習」における帰校日指導の，
高橋（2013），井上（2014）らの先行研究で「帰
校日指導の効果や意義」として示されている内容
を調査項目として，帰校日指導に関する自記式質
問紙調査を実施した。
２）調査方法
　A 大学は，2015 年 8 月 2 日～ 9 月 11 日の 28 日
間の介護実習Ⅲにおいて，8 月 12 日・8 月 26 日
に帰校日を設け指導を行った。学生の帰校日に関
する意識を明らかにする為，2015年 9月 24日の「介
護総合演習Ⅳ」の時間に調査を実施した。
　調査項目は 5段階リッカートスケールを用いて，
あてはまる数値１つの回答を求めると共に，回答
の理由を自由記載とした。有効回答数は 24 名（有
効回答率は 100％）
３．倫理的配慮
　対象学生に対し，研究の趣旨及び方法について，
任意性の保障，調査への回答の有無が実習の成績
評価への影響や不利益を被ることがないこと，回
答は無記名でプライバシーの保持等について説明
し同意を得て実施した。
４．結果
（１）介護実習について
　介護実習に関する質問事項について，5 段階評
価「非常にあった（5）～全くない（1）」を設定し，
回答を求めた。結果は表 1 のとおりである。
（２）帰校日について
　調査内容の中でも，先行研究において「帰校日
指導の効果や意義」として示されている調査項目
に焦点をあて，得られた回答と自由記述で記載さ
れた内容について報告する。
（３）帰校日の意義　について
　まず，「帰校日の意義」について，学生がどの
ように捉えているかを明らかにする目的で，先行
研究で示されている具体的内容等を示さず，「帰
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校日は意義があるか」という問いに 5 段階評価
「非常に思う（5）～全く思わない（1）」を設定し，
その理由を自由記述で回答を求めた。
　「帰校日は，意義がある」の回答 5 段階評価の
平均値は，「3.68」であった。具体的理由は以下の
通りである。
　表は，各質問項目に対する自由記載をカテゴ
リー化したものであり，数値はカテゴリーに該当
する文脈をカウントしたものである。その他の
（　）は記載数である。
（４）帰校日の意義①：「帰校日は，仲間に会うこと
　　 ができることに意味がある」について
　高橋（2013），井上（2014）は，先行研究において，
「相談援助実習」・「精神保健福祉援助実習」にお
ける配属実習を経験した学生を対象とした帰校日
の意義に関する調査から，「帰校日は，仲間に会
えることに大きな意味がある」ことに意義がある
と考えられていることを示唆していた。
　このことから，本調査において，帰校日の意義
として，「帰校日は，仲間に会えることに大きな
意味がある」を示し，5 段階評価と共にその理由
を自由記載で回答を求めた。
　「帰校日は，仲間に会うことができることに意
味がある」に対する回答の 5 段階評価の平均値は，
「4.32」であった。具体的理由は以下の通りである。
表３　帰校日の意義：「帰校日は，仲間に会うことができることに意味がある」について
自由記載から抽出した内容 記載数
皆の実習状況を聞くことが出来て、安心した 6
皆と顔を合わすだけで安心した 5
皆の話を聞くことで刺激を受けた 4
久しぶりに会えて嬉しかった（楽しかった・息抜きとなった） 3
皆と意見交換出来た 2
その他：会いたい人には個々で会っている（2）
表２　「帰校日の意義」について
自由記載から抽出した内容 記載数
他の学生と情報交換や意見・助言を聞くことが出来て参考になった 7
クラスの皆に会えることで実習への不安が軽減でき、安心した 6
他の学生の進捗を聞くことにより、頑張ろうと思えた 3
今後の課題や新たな気づきが発見できた 2
息抜きとなった 2
その他：なくても良かった（1）家でゆっくり休みたかった（1）　遠くから通学するのが
　　　　負担（1）　他の学生の進捗を聞いて考える余裕が無かった（1）
表 1　介護実習について
質問事項 平均値
介護実習に行くにあたり、不安はありましたか 4.32
実習中、困ったことはありましたか 3.50
実習に対する意欲は、どのくらいありましたか 4.23
実習目標はどのくらい達成されましたか 3.64
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（５）帰校日の意義②：「帰校日で，自身の気持ち
や課題を整理することができる」
　帰校日の意義として，「帰校日で，自身の気持ち
や課題を整理することができる」ことも先述の高
橋（2013），井上（2014）の先行研究から示唆さ
れていることから，調査項目として示し，5 段階
評価と共にその理由を自由記載で回答を求めた。
　「帰校日で，自身の気持ちや課題を整理するこ
とができる」の回答 5 段階評価の平均値は，「4.00」
であった。具体的理由は以下の通りである。
表４　帰校日の意義②：「帰校日で，自身の気持ちや課題を整理することができる」について
自由記載から抽出した内容 記載数
自身に不足していることに気付くことができた 4
意見やアドバイスを受けることができた 4
考える時間を作ることができた 2
その他：課題は個人的なもので，人には話すことが出来なかった（1）
　　　　巡回で 1 対 1 で話す方が向いていたと思う（1）
表５　帰校日の意義③：「帰校日前は帰校日に対して否定的でも，実際出席して最終的に，
　　　　　　　帰校日は良かったと思う」について
自由記載から抽出した内容 記載数
皆に会えて嬉しかった 5
実習に対する想いが変わった（意欲が高まった） 3
実習先では不安なことが多く、自由に話せる時間があって良かった 2
その他：帰校日で自身に不足している点に気付くことができた（1）　皆の実習の進捗が
わかって安心した，良かった（1）　アドバイスを受けることにより視野が広がっ
た（1）　他の施設の実習方法や介助方法を知ることができた（1）
　　　　もともと否定的ではなかった（1）
（６）帰校日の意義③：「帰校日前は帰校日に対し
て否定的でも，実際出席して最終的に帰校
日は良かったと思う」について
　井上（2014）は，先行研究において，実習開始
当初は，帰校日に対して否定的に感じていた学生
も，最終的には帰校日の意義を感じていることを
報告している。このことから，「帰校日前は帰校
日に対して否定的でも，実際出席して最終的に，
帰校日は良かったと思う」を調査項目として示し，
5 段階評価と共にその理由を自由記載で回答を求
めた。
　「帰校日前は帰校日に対して否定的でも，実際
出席して最終的に，帰校日は良かったと思う」の
回答 5 段階評価の平均値は，「3.86」であった。具
体的理由は以下の通りである。
５．考察
　本調査を実施するにあたり，実習における「帰
校日」に関する先行レビューを行ったところ，帰
校日指導に関する先行研究は非常に少なく，介護
実習の帰校日指導に関する研究にいたっては，先
行研究がみらないことが明らかとなった。このこ
とから，本研究では，先述の関連分野の先行研究
を参考として，また，質問項目の基盤として調査
票を作成し，調査を実施した。
　はじめに，「帰校日の意義」について，学生が
どのように捉えているかを明らかにする目的で，
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先行研究で示されている具体的内容等を示さず回
答を求めた。結果，学生は，「実習の配属先が異
なる学生が帰校日に会して実習先の状況や実習内
容等について情報交換を行うことで他の学生の様
子を知り，教員も含めた他者から実習に関する意
見・助言を得ることで，実習に対する不安軽減へ
と繋がる」「実習に対する前向きな動機づけとな
る」ことを帰校日の意義として捉えていることが
示唆された。これらは，先行研究と同様の傾向
であった。このことから，学生の視点にたち，帰
校日指導に関する内容や教育方法を検討する際に
は，既に先行研究がみられる社会福祉士系の帰校
日指導の研究結果も知見の一つとして参考になる
と考えられる。
　次に，先行研究を参考に帰校日の意義として具
体的に内容を示した，調査項目の 1 つ目である「仲
間に会うことに意味がある」に関しては，5 段階
評価の平均値が 4.32 を示し 9 割の学生が「仲間に
会うこと」を帰校日の意義として捉え，多くの学
生が仲間に会うことで「安心感」を得ていること
がわかった。介護実習において，学生が不安を抱
くことは，先述の柊崎ら（2003）が述べていると
おりであり，実習は強いストレスを感じるもので
あり，それらが不安を感じされる要因にもなって
いる。本調査における，「介護実習に行くにあたっ
ての不安」に対する回答の平均値も 4.32 を示し，
多くの学生が不安を抱き実習に望んでいることが
明らかとなった。一方で，「実習中，困ったこと」
に対する平均値は 3.50 であり，「実習に行くにあっ
ての不安」の方が高い数値を示したことから，実
習前の不安感の大きさが示唆される結果となっ
た。介護実習中に学生が抱く不安については，横
山（2008）が「人と人とが複雑に絡み合う流動的
な介護現場において実習に，大きな不安や緊張感
を持ち，実習環境に適応できないケースが漸増し
てきている」とも述べている。また，鈴木ら（2003）
は，介護実習中の学生の実習先への適応状態や実
習に対する動機づけの維持には，教員や利用者，
職員から受ける適切なソーシャルサポートが有効
であることも報告している。このことから，帰校
日指導は，不安やストレスの軽減を図るとともに，
帰校日指導における学生同士の交流も鈴木（2003）
が述べているソーシャルサポートの１つとして捉
えることができ，実習先への適応状態や実習に対
する動機づけとして有効であるといえる。
　また，本調査において，「実習に対する意欲」
の平均値が 4.23 を示しており，学生は，実習に対
し不安を持ちながらも実習で学ぼうとする意欲を
高く併せ持ち，実習に臨んでいることも明らかと
なった。
　以上のことから，多くの学生と教員が関わりを
もつ帰校日指導は，学生の実習に対する不安や緊
張感を軽減させ，実習に対する意欲へと変容させ
るために有効な教育指導の場であることを意識
し，指導内容を検討することで更なる指導効果が
得られるものと考えられる。
　先行研究から帰校日の意義の 2 点目として示し
た「自身の気持ちや課題を整理することができる」
に対しても，多くの学生が帰校日の意義として捉
えていることが示唆された。帰校日は，巡回指導
の教員による「巡回指導」とはまた別の意味合い
を持ち，他の学生とそれぞれの体験について共有
し他者を客観視することで，自身の不足している
点について自覚する機会となり，さらに，自身の
課題を認識すると同時に，他者からの助言を受け
入れることができる機会にもなり得ていることも
わかった。
　実習における自己の振り返りについては，片岡
（2010）が，「自分を振り返るといった視点を持て
ていないことなどの影響により，結果として学生
は自己の問題点を認識できなく自己認識と指導者
の指摘との間に乖離がみられるなどの問題点がみ
られる」と述べている。介護実習は，実習先で実
習指導者をはじめとする多くの専門職から指導を
受けることからも，自身を振り返る機会となる帰
校日指導は，重要な意義をもつといえる。
　また，帰校日指導にて自己の課題を認識した学
生は，帰校日後の実習に対する学習意欲が向上し
ていることも考えられる。その為，帰校日指導に
て学生が自己課題を認識し，他者の助言を受け入
れることが出来ているところで，教員が学生の反
応を感じ取り適宜適切なアプローチを行うこと
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で，帰校日後の実習効果を更に高めることが期待
される。
　以上の調査結果に対する考察と，先行研究から
帰校日の意義の 3 点目として示した「帰校日前は
帰校日に対して否定的でも，実際出席して最終的
に，帰校日は良かったと思う」の結果から，多く
の学生は，帰校日について何らかの意義を見い出
しているものと考えられた。また，A 大学におけ
る帰校日の目的は，「実習課題の達成状況を確認
するとともに，今後の取り組みについて整理し，
実習に取り組む方向性や実習を有意義に過ごすた
めの具体的な方策を見出す」としている。調査結
果から，帰校日の目的や意図は学生に理解されて
いるものと考えられた。
　しかしながら，一部には，帰校日の意義を見い
出せずにいる学生や，先述した帰校日指導がもた
らす効果に対して，他の学生の進捗等を聞く余裕
そのものが無い状態で受講している学生，通学上
の理由から帰校日が負担であると述べた学生も存
在することが明らかとなった。このことから，帰
校日指導の教育的効果を高めるためには，学生
個々の実習状況やレベルをふまえると共に，帰校
日指導の意義を学生が意識づけることが出来るよ
う指導内容を検討することが求められているとい
える。
　以上から，帰校日指導は，学生同士や巡回指導
教員と別の教員も含めた多様な相互作用により，
実習の意欲やモチベーションなどの内的動機付け
を高めることができる意義もあると考えられた。
６．本研究の限界と今後の課題
　本研究は，先行研究でほとんど取り上げられる
ことがなく，蓄積された研究テーマではないため，
限られた調査データからの考察となり，最終的に
先行研究で示されている帰校日の意義について再
考する結果となった。また，帰校日の指導内容に
ついては，各養成校に委ねられており，指導内容
や学生の特性によって帰校日の意義や教育的効果
に差異が生じるものと考えられる。今後は各養成
校における帰校日指導の内容に関する情報収集及
び内容分析，調査対象の拡大と質問項目の精選が
必要である。
　以上を今後の研究課題として，介護実習指導に
おける帰校日の意義を再考するとともに，帰校日
の意義と教育的効果について，さらなる研究を進
めていく所存である。
引用文献
1）社会福祉士養成施設及び介護福祉士養成施設
の設置及び運営に係る指針
　 http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/
hukushi_kaigo/seikatsuhogo/care/dl/care_7.pdf
（2015.12.15）
2）古川和稔（2008）．介護実習における学生と施
設職員との関係形成プロセス，介護福祉学，
15（1），81-87.
3）柊崎京子・田中秀明・中野いずみ（2003）．介
護実習における学生の不安（3）～介護実習不
安尺度の因子構造と 2 年間の時系列変化～，
共栄学園短期大学研究紀要，19，97-109.
4）国立情報学研究所　学術情報ナビゲータ Cinii
ホームページ　http://ci.nii.ac.jp/
5）高橋昌子（2011）．新カリキュラムでの相談援
助実習への取り組み－指導日指導の効果を通
して－，神戸親和女子大学教育研究センター
紀要，7，41-48.
6）高橋昌子（2013）．相談援助実習での帰校日指
導の効果，福祉臨床学科紀要，10，75-80.
7）井上牧子・西澤利朗（2014）．精神保健福祉援
助実習における帰校日を活用したスーパービ
ジョンの試みに関する考察，目白大学総合科
学研究，10，125-138.
8）横山さつき（2008）．介護実習における学生の
不安に関する因子分析的研究，中部学院大学・
中部学院短期大学部　研究紀要，9，125-133.
9）鈴木聖子・阿部明子（2003）．介護福祉実習に
おける学生の適応とサポートの検討，第 10 回
日本介護福祉学会教育学会発表抄録集，188-
189.
10）片岡紳一郎・阿曽絵巳・中野禎（2010）．理
90
大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要 人間関係学研究　17　2015
学療法士教育における情意領域に対する教育
的アプローチ，関西福祉科学大学紀要，14，
187-201.
